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平成� 22年夏税制改正大繍(抄)

[F2212J叫

第� 3重量 各::t製課題の改革の方拘性� 

1 .納税環境整髄

(治社会保障・貌共通の番号制捜導入
 

社会諜鱗議j護と税鎖iを一体4とし、糞iこ手を禁し伸べるべき人iこ封ずる社会保揮を充実させるとともに、社会報暗

号越療の滋率千七を進めるため、また所得裂の公正性を謹保するために、正しい所得記援体苦手IJO)環境整機が必要不可欠

です。そのために詮会保麓，稜共通の番号館疫の導入を進めます。

番号!ま基機年金番号や住民票コードなどの既存番号の活用、新たえ主f守番など議々な選択肢が考えられます。付

番・管瑠ずる主体については、� (4)で誹述する議入庁が適識であると考えます。

以上、徴収とも関連しますが、患として給付のための番号として制度設計毛進盈主主。そのi擦は、髄入構幸損保護

の観点が襲警警なことは言うまでもありません。� 

2.綿入所得謀説

(り所得税

金数革の方向性
話時欝算分配譲葉を罷譲し、新簿殺の正堂北iこ掲げ、説率構議の道支革のiまか、以下のような改革を推進します。� 

iこ、的確に所得揚援できる体制を襲え、課税の護正免疫溜るためiこ、社会保護・綾共通の番号弱震の導入

を瀧めます。ただし、ご般の捕繋者を騒客としている小売業等に係る売上げ〈事業所得)やもグローパルイとが進

展する中で海外資産や取引に翻する情報の把握などには-îをの臨界があり、番号苦手~É変も万能畿ではないという認

識も必藤です。

ゆ自所得控除から税額摺除・給付付き税額控除・手当へ
給付付き税額控除は多くの先進関で既に導入されています。載が闘で導入する場合には、所得把握のための番

号苦手j疫等を前提に、関連する社会保障若手IJm:の見蓋しと併せて検討を進めます。 
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「番号制度Jを税務蘭で利用する場舎のイメージ

説務面におけるf番号制度jとは、納税者に盤皆的
しっかい

に番号事付与し、� 

(1)各種の取引に標して、納税者が量三j盟掻是主i二鍾金支13長盤i士長ζ� e. 
(2) 車引金調主主jf.麗務当島iこ提出する資料情報(法定部書)及び錨盈叢が盤務当局i二擦出する納税申告書iこ

重畳査[詑輩iずること

を蓋鑑並l士主仕組みである。

これにより、税務当烏が、続説申告書のf警報と、取引の相手方から鑓出される資料情報を、その葬号チキーとして

茎空前i二名寄せ・突合できるようにな込盤説主位農畳憎墾交主豆盟盤包担握することが可能となる6

ぐD L設思¥E 

@ 
納税申告書の提出

(番号記載) 

法定調書の提出
(番号記載} 
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税務自で手1JJf)ずる「番号Jが最低限満たすべき要件
 

① f悉皆的iこ付惑されていることJ

(課税の公平を確保できるよう、諜設所得を生じうる者に悉皆的立{寸番されていること〉 

‘② F一人一番号が確報されていることj

(番号による名寄せ・突合が効率的かつ正確に有えるよう、納税者の金謀、氏名の変更が速やか

に把撮され、ーの納税者に対し問じーっの番号が付与されている関係が確保されていること)� 

③ f民…民一宮の関係で利用できること」

(納税者本人(民)が取ヲl相手方〈民〉に番号を告知し、取引相手方(民〉がその番号を記入し

た法定鯛書そ税務当局(管〉に提出するという「民一良一宮Jの爵擦で利用できる番号である

こと)� 

④ r(3で見える番号であることj

(取引穏手方(第三者)が、法定額書に記載すべき納税者本人の番号を容易iご確認できるよう、

昌で見える番号であること〉� 
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rj!える番号であることjについて

く� f干のiま定議書撃のま怒出枚数{上位� 10種)>� 

111草{立 区 分 :iな提出義務者 提出枚数(枚)

オーブン自思統券投資信託収益の分配の支払鈎著書 統券会社� 5，7937J 

2 公的年金書事のj原泉徴収薬 役会保険庁� 3，3897J I 

3 給与所憾の主霊泉徴i奴票 給与空撃の支払考� 1，954万

ヰ 蓄さ主語、君事J余念の分滋及び基金事J]患の支払議題著書 孝章式会社� 1，504万� 

5 先物激切に話題する3主主主読書 議ま券会社� 1，150万� 

s 霧車購� 2料金s契約言言及び賞金の支払言語著書 線機、料金等の支払苦言� 1，078万� 

7 生命保検事連約書撃の-H寺金の支払調書 余命保険会社� 973万� 

8 生命保険契約書撃の年金の支払調書 生命保険会社� 822万� 

9 不動巌の使用料等の支払調書 不動漆f賃借する法人等� 505万� 

1日 株式等の議j般の対{慌の支払読書 絞岩手重量殺� 461万� 

52獲著書O)~まま宣言襲撃fO)合計 1を憲章，439万

〈主主)~震設1T努ベ{李総2号年7)寺語、も2U宇8尭までの安}。なお、王室経の室長1主総望書法53~霊祭.

く法定締審の伊tl>

…階、…………実 W・~ I~tt~ ~æJ.f弘|
後げ偽物 L~ 各支 =J

民家 分 栂� a 受払金額

持� 2司� 

l【僚鰐?� 

~..:litq~ lS緩T

湾総 鵠� io G岳

蹄雇

友伊jの場会、?榛停滞Jj後:J導入後、報酬、料金者撃の支払準君iま‘盤盤笠2茎込~

受ける納税者本人のr~番号 Jを確認し、左の法定翻寄盤!こ記入して税務署に提出

することとなると考えられる。

認書の提出義務を主義う譲事業者の数は多く、綴2量規事襲も多様であることから、主義

務jの設備等を用いなえとも容易に番号が縫認できるよう、� r[3で箆える番号であ

となる。E主£議室ζ‘ゑ

〈法定読書の議出翁数(.と佼3区分))� 

E草分 娘出Tベ足き準君 提出者数

報酬、料金、契約金7.i¥.ぴ覧会の支払調書報酬、料金者撃の支払者� 238万

給与所得の源泉徴収翼運 給与害事の支払後� 222万

不動産の使用料等の3定弘綴饗 不動産を笈{脅する法人等� 128万

(注}留重量1T頚ベ〈平成2岳会事7舟から21念事6ftまでのまr).主主お、主語滋若宮華民については、給与の支払事務
吉宮支lIi単位でfiわれている議念!こは‘本窓と支窓母ま韮ペ宇字書室となっていることと蜜意。
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